
サービス保全業務向けAgentic AI



- Autonomous Network

- Agentic AIによるネットワーク構築
- サービス保全業務向けAIエージェント
- CXベースのネットワーク最適化

- 6Gに向けて:
AI/MLと大規模なデジタルツイン



• NTTドコモはネットワーク保全業務における
Agentic AIの商用利用を開始

• RANからコアネットワークまで、世界最大級の
100万台を超えるネットワーク機器のデータ
を解析

• マルチエージェントAIが異常検知～被疑
箇所推定～措置レコメンドまで実施

サービス保全業務向けAgentic AI
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リカバリ時間を50%以上短縮

・専門家へのエスカレーションを必要とする複雑な障害ケースに対応
・時間がかかる分析プロセスを代行することでリカバリ時間を50%以上短縮
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実際のシステムイメージ



実際にオペレータが見ている画面



定期的にObservability Agentが全国のアラームを確認し、
対処が必要と判断した場合に当該地域を赤くハイライトする。
☞オペレータはUI上で、ハイライトされている地域をクリックする。



この画面ではネットワークトポロジを見つつ、
RCA Agentが特定した異常装置について確認することが出来る。
☞オペレータはUI上で、異常スコアが最も高い装置をクリックする。



この画面では装置のアラーム/トラヒックデータおよび措置レコメンドの情報を見ることが出来る。
☞オペレータは基本的に措置レコメンドの記述内容に従って作業を実施する。



措置レコメンドの対応で修正できない場合は、
AIエージェントとのチャットにより更なる分析/情報収集を実施できる。



本展示のポイント/
アーキテクチャ



本AIエージェントのポイント

統合データ基盤

複数のベンダ、ドメインの情報を統合した
データ基盤

高度な被疑箇所推定

ルールベースよりも柔軟に分析できる
AIベースの被疑箇所推定

措置レコメンド

過去のチケット、マニュアルから
Agentic AIが適切な措置をレコメンド
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Architecture of Agentic AI system
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